
お酒の味わいは、造られる土地の水や、その土地のお米から作りだされ

るものです。その土地がお酒のふるさとであり、味わうことはそのふるさ

との土地を楽しむこと。そんな「ふるさとのおいしいお酒」を取り扱って、

祖父の代から80年間、土田で商売をしています。

いじめ防止には強く関心を持っていて、店の掲示物で告知をしたり、配

達が通学時間と重なるときには、学校の近くを通って子どもたちの様子を

見守ったりしています。

子どもたちと関わるなかで感じることは、子どもたちは場所によって見

える姿が全然違うということです。子どもたちの間に入っていかなければ、いじめはなかなか見えてきません。

いじめを含め、さまざまな問題を防止するには、やはり地域の見守りが大切です。子どもを持つ親が意識や知識を

持つとともに、周りの環境を整えていくことが大事だと思います。

問合先　人づくり課

問合先　収納課

●はっとり酒店（土田）

このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。
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問合先　人づくり課

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

広
　
告

財源と市民負担の公平性を確保

・納付がない場合、未納の状況に応じて、督促状の送付や財産の差し
押さえ、裁判手続きによる強制徴収などを行います。
・納付が困難な場合に、徴収の停止や履行期限の延長を行います。
・滞納者情報について、必要なものに限定し、市の所管課間で共有し
ます。

市の債権を適正に管理し、滞納額の縮減を図るために債権管理条例を制定し、平成28年１月１日から施行します。

・市が取り扱うすべての債権（金銭債権）を対象とします。 ・規定の明確化による、滞納債権の回収の
強化
・所管課間の滞納者情報の共有による、効
率的な納付指導や徴収

やむを得ない事情により納付が困難な場
合は、分割での納付や履行期限の延長など
の手続きを行える場合があります。納付に
ついてお困りのことがありましたら、速や
かに各担当課にご相談ください。
市民の皆さんと市で、共通の相互認識の

もとで、滞納を早期に解消していくための
方策を見つけていきましょう。

条例の主な内容 施行により期待される効果

納付が困難な場合は、すみやかに納付相談を

「可児市債権管理条例」を施行します

○市税・国民健康保険税
　滞納処分により強制徴収できる債権
○強制徴収公債権
　地方税の滞納処分の例により強制徴収できる債権
　（介護保険料、保育園保育料、下水道使用料など）
○非強制徴収公債権
　強制徴収公債権以外で裁判手続きによる強制徴収が必要な債権
　（児童手当・児童扶養手当返還金など）
○私債権
契約などに基づいて発生し、裁判手続きによる強制徴収が必要
な債権（水道料金、学校給食費、市営住宅使用料など）
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